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光渦は螺旋状の波面に由来する軌道角運動量と円環状の空間強度分布を持つ光波である。近年、

光渦を照射された物質が、自転運動しながら直進的に長距離飛翔するスピンジェットを形成する

ことが見出された [1]。光渦照射により形成したスピンジェットをレシーバー基板で受け取り、ド

ナー物質をパターニングする光渦レーザー誘起前方転写法（Optical Vortex Laser Induced Forward 

Transfer, OV-LIFT）の開発が進められている [2]。この OV-LIFT は、多様な材料を高空間分解能で

任意に配列させることできる可能性を秘めており、新規パターニング手法として注目されている 

[3,4]。 

本研究では、有機色素溶液を対象としてレーザー誘起前方転写を行い、光渦とガウスビームで

形成される液滴パターンを比較した。ドナー物質として、ローダミン B/ジメチルスルホキシド溶

液（40 mM）の液膜（膜厚：約 10 µm）を用いた。波長 532 nm のナノ秒パルスレーザーを、対物

レンズ（magnification:×20, NA: 0.50）をとおして液膜に集光した。アブレーションによって生成

した微小液滴を、数百マイクロメートル離れたレシーバー基板に転写した。光渦レーザーを照射

することにより、直径 30 µm 程度の微小液滴のパターニングに成功した（図 1a）。光渦ではサイ

ズの揃った液滴が転写されるのに対し、ガウスビームでは液滴ごとの直径のばらつきがみられ（図

1b）、光渦の優位性が示された。発表では、液滴パターニングにおけるパルスエネルギー、ドナー・

レシーバー基板間距離、集光位置依存性などを示し、OV-LIFT のメカニズムを考察する。 
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Fig. 1 (a) Liquid droplets transferred by optical vortex. (b) Liquid droplet array patterned by LIFT. 
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